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1 ) トチカガミ属は明瞭に識別される3 種が、地理的 

に隔離されて分布している。我が国に見られるトチカガ 

ミHydrocharis dubia (Blume) Backer は、中東をの 

ぞくアジア地域とオーストラリアの一部に分布するが、

マレー半島、スマトラ、ボルネオには産しないという。

2) ク  〇 モ Hydrilla verticillata (L. f i l )Royle 
は一属一種とされ、分布、形態、受粉様式、生態などに 

ついての従来の知見が整理されている。なお、ク ロ モの 

種内分化について、染色体数 （ 2X、 3 X 、 4 X 、 6X 
がある）、アイソザイムパターンなどを利用して解析が 

進められつつあることを付記しておく。

3) 著者らは世界のスブタ属を9種 2変種に整理した。

この属の分類で重視されてきた種子の形態には変異が多 

いとし、花と葉の特徴に重点をおいて大きくまとめてい 

る。日本産のものに限ると、スブタがマルミスプタの変種 

Blyxa aubertii L. C. Richard var.echinosperma
(C. B. Clarke) Cook & Liiond, comb. nov.と 
して扱われ、 ミカワスプタB.leiosperma Koidzumi 
はヤナギスブタB. japonica M axim .の茎の発達の悪 

い一型として、そのシノニムにおとされている0 最近愛 

知県で発見されたセトヤナギスブタは、ヤナギスブタの 

変種B. japonica var. alternifolia (Miq.) Cook 
& Luond, comb. nov.とされている。 （この項は、植 

物分類地理 ’35:148の再録）

4) ミズォォバコ属の特徴の整理と、検索表がまとめ 

られている。世界に21種認められるとしているが、詳細 

な種属誌は続報にゆずられている。

5) 世界じゅうのセキショゥモ属を次のようにまとめ 

ている（（）内は日本の該当種)〇

Vallisneria spiralis L. var. spiralis
V. spiralis L. var denseserrulata

Makino (コウガイモ）

V. americana Michaux var. americana
(セキシヨウモ、ヒラモ）

V. americana Michaux var.biwaensis
(MikDLowden, comb. nov.(ネジレモ）

雌花における雌ずいと仮雄ずし、のゆ合あるいは分離の状 

態と、雄花における花糸のゆ合状態および雄ずい群基部の 

毛の有無だけを招な分類形質と認め、他の形質はほとん 

ど考慮せずに導かれた結論である。この分類に従うと、日 

本のセキシヨウモはアメリカのV. am ericanaと同種であ 

り、琵琶湖水糸の固有種とされてきたネジレモが中南米に 

広く分布するということになる。この論文は、タイトルか 

ら察して一つの試論としてまとめられたものだろうが、い 

かにも荒^りで、基本的に再検討する必要があろう。

水草には広い分布域をもつ種が多いため、その分類に 

は広い地域から材料を集めて比較検討することが、とり 

わけ重要である。その意味で、今回紹介したような世界 

レベルの研究が出始めたことは、たいへん喜ばしいこと
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